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マリン通信が密かにお届けされています皆様、いつもありが

とうございます、中本です。 

新年あけましておめでとうございます。旧年中はひとかたな

らぬご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。本年もどうぞ

宜しくお願い申し上げます。 

さて、お正月休みはいかがお過ごしになられましたか？元日、

２日とマリン薬局は全店休みを頂き、３日より営業（調剤のぞ

く）いたしました。お陰様で年末からゆっくりと実家で過ごすこ

とが出来ました。 
 

さて、今月のテーマは 

 

 

です。 
 

グルコサミンとコンドロイチン硫酸はグリコサミノグリカンの構成成分となり

ます。グリコサミノグリカンは関節や関節軟骨、関節液、角膜、皮ふなどにあって、

組織を柔軟にしたり、水分を保持して潤わせるという作用があります。コンドロイ

チン硫酸とグルコサミンの２つを併せて摂ることで、相乗的に作用します。コンド

ロイチン硫酸単独での関節症への効果は否定的な報告もありますが、それを認める

報告もあります。しかし関節症へのグルコサミンとの併用に関しての有効な報告が

多く、この２つの組み合わせは、関節症での王道の組み合わせとなっています。 

コンドロイチン硫酸は軟骨組織から抽出されたムコ多糖です。軟骨細胞という意

味のギリシャ語「コンドロサイト」が語源です。ムコ多糖の、ムコ（muco）とは粘

液性の、という意味です。ムコ多糖には、眼のガラス体、とさか、関節液、皮膚な

どに多く含まれるヒアルロン酸、動物の軟骨組織内や結合組織に含まれるコンドロ

イチン硫酸などがあります。 

コンドロイチン硫酸は、結合組織の主要成分です。タンパク質と結合したコンド

ロムコタンパク質として軟骨、皮ふ、血管、靭帯、粘液など、あらゆるところに広

く分布しています。 

血液は血管の中で全身に必要な酸素や栄養素を細胞まで運んでくれます。しかし

血管が直接細胞に貫通しているわけではなく、細胞と細胞をつなぐ結合組織を通っ

て、そこを栄養で満たし、細胞に栄養を供給してくれています。つまり、結合組織

は細胞に栄養を送る役目を果たしてくれているのです。また結合組織は細胞と細胞

のすきまを埋めて器官の固定や保護といった役割も果たしています。このクッショ

ンとなる結合組織の主要成分がコンドロイチン硫酸などです。結合組織がふかふか

になるようにその水分を保持してくれています。 

コンドロイチン硫酸は体内にそのままでは存在しません。コンドロイチン硫酸は、

生体内では必ずタンパク質と結合しています。そして複雑な複合体をつくっていま 

す。 
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このタンパク質が変性してしまうと、コンドロイチンの機能は果たされません。

コンドロイチン硫酸がタンパク質とくっついてできたものをコンドロムコタンパ

クといい、これが生体内で機能を発揮します。コンドロイチン硫酸は、体内のさま

ざまな組織に存在します。特に結合組織や関節液などに多く含まれ、肌の保湿や水

分の調節に働きます。 

コンドロムコタンパクは保水性があるので、その減少は皮ふの老化につながって

しまいます。例えば皮ふのコンドロムコタンパクが少なくなれば皮

ふが乾燥し、しわができたりします。そしてせっかくの肌がカサ

カサになってしまいます。アンチエイジングにコンドロイチ

ン硫酸補給が役立つことが期待されています。軟骨と軟

骨の間にある滑液もコンドロムコタンパクでできていま

す。関節は結合組織がたくさんある臓器の代表です。コンド

ロイチンは、以下のような研究による効果が報告され、そ

の臨床応用が期待されています。 
 

変形性関節症、腎炎、疼痛性疾患（関節痛、腰痛、神経痛、五十肩など） 

疲労回復、血栓抑制作用、角膜保湿作用（ドライアイ）、音響外傷性難聴 など 
 

グルコサミンは、グルコースにアミノ基が１つついた小さな分子です。人の体内

ではグルコースから作られます。グルコサミンは人の身体のなかに存在しています。

関節軟骨や皮膚にはグリコサミノグリカンという分子があって、組織を柔軟にし、

水分を保つ働きをしています。グルコサミンはグリコサミノグリカンの構成成分で

す。グルコサミンは、動物体内ではタンパク質の成分として、関節軟骨、爪、腱、

靭帯、皮フ、心臓弁および結合組織に分布しています。グルコサミンを口から摂る

と、速やかに吸収されて血液中に移り、運ばれていきます。そして腎臓、肝臓、関

節軟骨を含む他の組織に分布していきます。グルコサミンには、軟骨などの強度、

柔軟性、弾力性に役立つ成分になる栄養素的な役割と、抗炎症作用などの薬理作用

の２つがあります。グルコサミンの働きとしては、変形性関節症や関節炎に伴う症

状の予防や改善が期待されています。その他に期待されるグルコサミンの働きとし

ては抗炎症作用などが挙げられています。 
 

変形性関節症や関節炎に伴う症状の予防や改善、関節軟骨の修復作用、関節 

軟骨の保護作用、抗炎症作用を発揮する可能性、血栓予防作用、抗動脈硬化 

作用、美肌作用など 
 

人は食べ物（肉や魚）に含まれるプロテオグリカンの成分としてグルコサミンを

摂っています。これはグルコサミンを摂っていることになるのでしょうか？残念な

がら答えはノーです。これら肉や魚の中にあるグルコサミンは人が持っている酵素

では分解されないので、グルコサミンを直接摂ったことにはなりません。グルコサ

ミンを摂る場合はサプリメントで補うことになります。 


